
本
稿
は
、
い
わ
ゆ
る

「受
身

・
可
能

・
自
発

・
尊
敬
の
助
動
詞
」
と
呼
ば
れ
る

「
る

・
ら
る
（
れ
る

・
ら
れ
る
）
」
の
原
義
に
つ

い
て
の

説
史
を
概
観
し
、
現
在
で
は
引
用
率
の
低
い
細
江
逸
記
の

「
中
相
」
概
念
、
そ
し
て
引
用
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
堀
重
彰
の
受
身

・
自
発
を
ま
と

め
て

「被
動
」
と
す
る
論
を
再
評
価
す
る
も
の
で
あ
る
。
両
者
と
も、

山
田
孝
雄
の
影
響
や
指
樽
を
受
け
な
が
ら
も
、
そ
れ
ぞ
れ
山
田
孝
雄
の

「
る

・
ら
る

（れ
る

・
ら
れ
る
）
」
の
受
身
根
源
説
を
異
な
る
方
面
に
発
展
さ
せ
た
見
解
を
示
し
て

い
る
。
そ
の
点
で
、
「
る

・
ら
る
（
れ
る

・

ら
れ
る
）
」
の
原
義
に
つ
い
て
の
学
説
史
の
中
で
の
重
要
性
を
述
ぺ
る
。

自
発
根
源
説

(
1
)
 

「
る

・
ら
る

（れ
る

・
ら
れ
る
）」

の
原
義
と
し
て
は
、
主
に

「受
身
根
源
説
」
と
「
自
発
根
源
説
」
と
が
あ
る
。
日
本
語
学
に
お
け
る

「
る

・

は
じ
め
に

細
江
逸
記
と
堀
重
彰
の
再
評
価

「
る
・

ら
；
る

（
れ
る
・
ら
れ
る
）
」

岡

田

の
原
義
の
学
説
史

誠

学
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原
義
と
し
て
、

そ
こ
か
ら
可
能

・
受
身
が
発
生
し
た
と
し
て
い
る
。

ら
れ
て
い
る
。

ら
る
」
の
原
義
の
先
行
研
究
に
お
い
て
、
自
発
を
根
源
と
す
る
説
と
し
て
は
橋
本
進
吉
(
-
九
三
一
）

・
金
田

一
京

助

(
-
九
四

一
）
・
時
枝

誠
記
（

一
九
四

一
）
・

大
野
晋

(
-九
六
七
）、
受
身
を
根
源
と
す
る
説
は
山
田
孝
雄

(
-
九
三
六
）
•

松
尾
捨
治
郎

(
-九
三
六
）
•

森
重
敏

（一

九
六
五）

・
川
端
善
明

(-
九
七
八
）
・
近
藤
泰
弘

(-
九
八
三
b
)
な
ど
が
代
表
的
な
も
の
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
が
、
現
在
、

「自
発
根
源

説
」
が
優
勢
で
あ
る
。
特
に
、
す
べ
て
の
意
味
は
自
然
に
そ
う
な
る
と
い
う
自
然
の
動
き
か
ら
発
生
し
た
と
す
る
橋
本
進
吉

(
-
九
三
一
）
、

そ
れ
を
継
承
し
稲
作
農
耕
民
は
自
然
の
成
り
行
き
を
推
移
す
る
の
が
自
然
で
、
自
発
か
ら
発
生
し
た
と
す
る
大
野
晋

(-
九
六
七
）
の
論
が
知

ま
た
、
音
韻
の
立
場
か
ら
は
、
濱
田
敦
(
-
九
五
五
）

r
a
r
u
)
 

が

「
ゆ

・
ら
ゆ
」
か
ら

「
る

・
ら
る
」
の
音
韻
交
替
説

(y
u• 

ra
y
u

か
ら
r
u• 

で
考
え
た
結
果
、

「
ゆ

・
ら
ゆ
」
は

「自
発
」
の
使
用
例
が
圧
倒
的
に
多
い
こ
と
か
ら
、

「
る

・
ら
る
」
も
こ
の
流
れ
の
延
長
線
上
に
あ

る
と
考
え
、

「
る

・
ら
る
」
の
原
義
を
自
発
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
朝
山
信
禰

（一

九
四
二
b
)
は、

「『
ゆ
』
『
ら
ゆ
』
と
の
直
接
的
な
音
韻

変
化
を
予
定
し
よ
う
と
す
る
事
は
疑
わ
し
い
」
と
述
べ
て
い
る
。
そ
の

一
方
で
、
山
田
孝
雄
は

(-
九

一
三

a
)

が
も
と
で
自
発
に
な
り
、
さ
ら
に
反
転
し
て
受
身
の
用
法
が
出
た
と
述
べ
た
。
ま
た
、
柳
田
征
司
(
-
九
八
九
）
や
釘
貫
亨
(
-
九
九

一）

は

「
ゆ

・
ら
ゆ
」
と

「
る

・
ら
る
」
と
は
別
源
で
あ
る
と
し
た
が
、
柳
田
征
司

(
-
九
八
九
）
は
別
源
と
は
し
な
が
ら
も
、
無
意
志
動
詞
を
意
志

動
詞
化
す
る
四
段
活
用
の

「
ス
」
と
対
応
し
て
成
立
し
た
と
す
る
と
、
意
志
動
詞
を
無
意
志
化
す
る
助
動
詞
と
し
て

「
ユ
」「
ル
」
は
自
発
を

受
身
根
源
説

山
田
孝
雄

(-
九

0
八
）

で
は
、
以
下
の
よ
う
に
受
身
と
可
能
と
が
渾
然

一
体
と
な
っ
た
も
の
と
見
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

は

「
ゆ
」「
ら
ゆ
」
は
受
身

で
は
、

「
る

・
ら
る
」
の
原
義
に
は
触
れ
て
い
な
い
が
、
自
発
に
つ
い
て
は
、
山
田
孝
雄

(-
九
0
八
）
の
段
階
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眺
め
ら
る
ヽ
は
故
郷
の
空
な
り
。

坊
主
山
の
早
蕨
か
と
怪
し
ま
る
。

に
述
べ
て
い
る
。

受
身
と
勢
力
と
の
混
合
よ
り
な
れ
る
が
如
き
一
種
の
間
接
作
用
あ
り
。
之
を
自
然
勢
と
い
ふ
。
何
が
故
に
受
身
と
勢
力
よ
り
な
る
も
の
か

と
い
へ
ば
、
自
然
勢
に
あ
り
て
は
文
主
は
自
然
的
に
受
身
の
地
位
に
立
ち
て
自
家
の
意
志
に
て
左
右
し
う
べ
き
さ
ま
な
ら
ず
、

し
か
も
其

は
自
然
に
発
し
た
る
勢
力
に
し
て
他
に
発
動
者
あ
り
て
起
し
た
る
に
あ
ら
ず
。
こ
の
故
に
、
受
身
な
る
貼
と
勢
力
な
る
黙
と
を
具
有
せ
り

と
見
る
べ
く
、
自
己
の
勢
力
に
て
自
己
が
受
身
と
な
れ
る
も
の
な
れ
ば
な
り
。
（三
七

0
頁）

そ
の
後
、

（
一
九
二
二
）

山
田
孝
雄
(
-
九

一
三

b
)

り
。
（三一

七
ー
三
一

八
頁
）

で
は

「
受
身

・
可
能
・
自
発

・
蒻
敬
」
の
順
序
で
派
生
し
た
と
し
(
-
三
六
頁
）
、
山
田
孝
雄

で
は

「受
身

・
自
発

・
可
能
・
尊
敬
」
と
派
生
の
順
序
を
改
め
(
-
四
六
頁
）
、
最
終
的
に
山
田
孝
雄
(
-
九
三
六）

「
る

・
ら
る
」
の
原
義
を
受
身
と
し
、

「受
身
」

「自
発
」「
可
能
」
「
尊
敬
」
の
順
番
で
派
生
し
た
こ
と
を
述
ぺ
、
自
発
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う

「
る」

「
ら
る
」
は
状
態
性
の
間
接
作
用
を
あ
ら
は
す
も
の
に
し
て
、

り
。
…
〈中
略
〉
…
そ
れ
よ
り

一
韓
し
て
自
然
に
そ
の
事
の
現
は
る
ヽ
勢
に
あ
る
こ
と
を
示
す
。
今
こ
れ
を
自
然
勢
と
い
ふ
べ
し
そ
の
例

こ
の
自
然
勢
が
受
身
の

一
嬰
態
な
り
と
い
ふ
こ
と
は
、

で
は
、

そ
の
最
も
根
本
的
な
り
と
認
め
ら
る
ヽ
は
受
身
を
あ
ら
は
す
も
の
な

そ
の
勢
の
起
る
本
源
は
大
自
然
の
勢
力
に
あ
り
て
人
力
を
以
て
如
何
と
も
す
べ
か

ら
ぬ

こ
と
を
示
す
も
の
に
し
て
、
人
は
そ
れ
に
封
し
て
従
順
な
る
よ
り
外
の
方
途
な
き
な
り
。
こ
れ
即
ち
大
な
る
受
身
と
い
ふ
べ
き
な
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（一

九
四
二
b
)
が
あ
る
。

こ
の
記
述
か
ら
、
自
発
を
人
間
の
力
で
は
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
ず
、
従
順
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
大
な
る
受
身
と
考
え
て
い
る
こ
と
が
わ

(
2
)
 

か
る
。
そ
の
結
果
、
山
田
孝
雄

(-
九
一二
六
）
で
は
、
最
終
的
に
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
、
受
身
の
原
義
で
統
一
し
、
客
観
性
の
特
質
を
重
視

以
上
の
四
つ
の
場
合
、
こ
れ
を
還
元
す
れ
ば
、

受
身
の

一
に
蹄
し
、

て
そ
の
作
用
の
あ
ら
は
れ
方
い
づ
れ
も
傍
観
的
な
り
。
（
三
一
八
ー
三
一

九
頁
）

こ
の
山
田
孝
雄
(
-
九

0
八

・
一
九
三
六）

（
一
九
五
六

・
一
九
六
五

・
一
九
七

一）

述
べ
て
い
る
。
川
端
善
明

(-
九
九
七
）

し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

そ
の
作
用
の
直
接
に
行
は
る
ヽ
こ
と
を
示
す
も
の

一
も
な
し
。
而
し

の
論
を
い
っ
そ
う
論
理
的
に
格
関
係
の
視
点
で
発
展
さ
せ
た
も
の
と
し
て
、
森
重
敏

の
論
が
あ
げ
ら
れ
る
。
森
重
敏
(
-
九
五
六

・
一
九
六
五

・
一
九
七

一）

で
は
、
「
る

・
ら
る

・
す

・

さ
す

・
し
む
」
は
、
格
助
詞
と
相
関
す
る
こ
と
か
ら
、

「
格
の
助
動
詞
」
で
あ
る
と
し
、
受
身
は
主
者
が
自
由
で
、
自
発
は
主
者
が
話
し
手
に

限
定
さ
れ
る
と
す
る
立
場
を
取
る
受
身
根
源
説
で
あ
る
。
川
端
善
明

（一

九
五
八
）
は
森
重
敏
の
論
を
踏
ま
え
、

「
ゆ
」「
ら
ゆ
」
と

「
る
」「
ら

る
」
と
の
関
連
性
に
つ
い
て
は
切
り
離
し
て
考
え
、
ヴ
ォ
イ
ス
論
の
前
提
と
し
て
の
活
用
の
起
源
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
こ
れ
以
前
の
も
の
と

し
て
は
、
「
ゆ

・
ら
ゆ
」
と

「
る
・
ら
る
」
を
別
源
と
し
て
、

「
る

・
ら
る
」
は
ラ
行
下
二
段
の
自
動
詞
語
尾
か
ら
発
生
し
た
と
す
る
朝
山
信
禰

川
端
善
明
(
-
九
七
八
）
は
、
使
役
の
文
構
造
は
他
動
詞
に
連
続
し
、

そ
れ
に
対
応
す
る
受
身
文
の
構
造
は
自
動
詞
に
連
続
す
る
と
述
べ
、

「受
身
ー
自
動
詞
の
受
身
ー
自
発
ー
自
動
詞
」
と
い
う
連
続
性
を
述
ぺ
て
い
る
。

で
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

そ
の
結
果
、

川
端
善
明

（二

0
0七
）
で
は
受
身
根
源
説
で
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四

出
来
文 四

れ
で
は
な
い
、
し
か
し
基
本
的
に
等
し
い
選
択
が
、
解
釈
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
（五

0
三
頁
）

自
動
詞
の
受
身
に
つ
い
て
は
、
川
端
善
明

(
-
九
七
八
）
は、

意
志
を
受
け
た
か
の
よ
う
な
受
身
の
形
式
と
捉
え
て
い
る
。

出
来
文
・
中
相
説
・
被
動
説

尾
上
圭
介

(-
九
九
九
）
は、

ら
れ
た
文
は
、

そ
の
主
語
が
動
作
発
生
の
場
で
あ
る
も
の
で
、

そ
れ
ま
で
有
力
と
さ
れ
て
き
た
自
発
根
源
説
に
つ
い
て
批
判
し
、

「
る
・
ら
る

（れ
る
・
ら
れ
る
）」
か
用
い

し
ゅ
っ

た
い
ぷ
ん

そ
の
文
を

「出
来
文
」
と
名
付
け
、

「事
態
全
体
の
生
起
」
と
い
う
、
ラ
レ
ル

形
式
に
よ
る
話
者
の
事
態
の
状
況
把
握
で
と
ら
え
、

多
義
性
の
説
明
を
可
能
に
し
た
。
川
村
大

(
―
10
―
二
）

源
説
以
外
に
、
尾
上
圭
介

(
-
九
九
八

a
．
一
九
九
八

b
．
一
九
九
九
・

ニ
0
0
三）

法
と
は
別
の
次
元
に
ラ
レ
ル
形
固
有
の
性
格
を
想
定
す
る
諸
説
」
を
立
項
し、

S
h
i
b
a
t
a
n
i
M
a
s
a
y
o
s
h
i
 
(
一
九
八
五
）

（
一
九
八
九
）

川
村
大
(
-
九
九
三
）
の

「非
動
作
主
の
主
語
化
」
、
柳
田
征
司

(
-
九
八
九
）
の

「無
意
志
自
動
詞
根
源
説
」、
ヤ
コ
プ
セ
ン
・
ウ
ェ
ス
リ
ー

の

「無
意
志
自
動
詞
根
源
説
の
修
正
展
開

」
を
修
正
•
発
展
さ
せ
た
も
の
と
し
た

。

そ
の

上
で
、
川
村
大

（二
0

―
二
）
は
、

尾
上
圭
介

(
-
九
九
八

a
．
一
九
九
八

b
．
一
九
九
九
・

ニ
0
0
三
）

考
え
方
は
、
現
在
、

有
力
な
論
の

―
つ
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
考
え
は
話
者
の
事
態
の
把
握
の
仕
方
と
し
て
の
扱
い
に
求
め
た
も
の
で
あ
る
。

下
二
段
へ

実
現
す
る
こ
と
に
も
、

ヴ
ォ
イ
ス
の
助
動
詞
ル

（
ラ
ル
）
・
ス

（サ
ス
）
が
、
前
助
動
詞
と
し
て
の
接
尾
語
ル
・
ス
に
お
い
て
四
段
へ
の
傾
向
を
も
っ
て
い
な
が
ら
、

―
つ
の
選
択
、
ヴ
ォ
イ
ス
の
助
動
詞
に
ふ
さ
わ
し
い
、

そ
し
て
助
動
詞
ム
の
場
合
の
よ
う
に
隠
れ
た
そ

は、

自
発
根
源
説
と
受
身
根

の

「
出
来
文
」
を
取
り
上
け
た
。
そ
し
て
、

「
個
別
用

の

「動
作
主
背
景
化
」
、

の

「
出
来
文
」
を
評
価
し
踏
襲
し
て
い
る
。
こ
の

「出
来
文
」
と
い
う
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細
江
逸
記
は
英
語
学
者
で
あ
る
が
、
日
本
語
学
の
著
述
を
な
し
て
い
る
。
日
本
語
文
法
の
分
野
で
強
く
影
響
を
受
け
た
人
物
に
つ
い
て
、
細

江
逸
記

(-
九
三一

）

四
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
（三
五
頁
）

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
柴
谷
方
良

（二

0
0
0
)
が
、
多
義
性
の
説
明
と
し
て
は
整
理
で
き
た
が
、
通
時
的
な
考
察
が
欠
如
す
る
こ
と
を
指
摘

し
て
い
る
。

つ
ま
り
、

「
出
来
文
」
と
い
う
考
え
方
で
は
、
原
義
に
つ
い
て
は
除
外
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

で
は
以
下
の
よ
う
に
述
ぺ
、
山
田
孝
雄
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

よ
う
や
く
名
徹
な
見
解
を
下
そ
う
と
さ
れ
た
学
者
は
草
野
清
民
氏
で
あ
っ
た
が
、
不
幸
に
も
氏
は
早
世
さ
れ
た
の
で
十
分
に
氏
の
説
を
聞

く
こ
と
が
で
き
な
い
の
は
私
の
最
も
遺
憾
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
（
遺
著

『
日
本
文
法
」

さ
ら
に
数
歩
を
進
め
し
っ
か
り
し
た
立
場
を
保
持
し
て
名
透
な
学
説
を
立
て
ら
れ
た
の
は
今
の
東
北
帝
国
大
学
教
授
文
学
博
士
山
田
孝
雄

氏
で
、

ほ
と
ん
ど
暗
中
模
索
の
状
態
に
あ
っ
た
私
の
目
に
一
条
の
光
明
を
与
え
た
も
の
は
実
に
私
が
明
治

43
年
ご
ろ
に
読
ん
だ
博
士
の
名

著

『
日
本
文
法
論
』

で
あ
っ
た
の
で
、
私
は
終
生
無
限
の
感
謝
を
未
見
の
恩
師
山
田
孝
雄
博
士
に
さ
さ
げ
る
で
あ
ろ
う
。
博
士
の

『
文
法

上
の
時
の
論
』
（同
書
四

ニ
ニ
ー
四
ニ
ペ
ー
ジ
）
に
は
今

H
の
私
の
首
肯
し
か
ね
る
点
も
な
い
で
は
な
い
が
、
し
か
も
な
お
金
玉
の
文
字

日
本
語
の
ヴ
ォ
イ
ス
の
研
究
の
さ
き
が
け
を
な
す
も
の
と
し
て
、
細
江
逸
記
(
-
九
二
八
・
一
九
四
四
）

相
」
と
い
う
概
念
が
あ
る
。
細
江
逸
記
(
-
九
二
八）

中
相
説

の

「自
発

・
受
身
」
以
前
の

「中

で
は
山
田
孝
雄

(-
九

0
八
・

一
九

一
三

a
．
一
九

一
三

b
．
一
九
―
―二
）

多
く
引
用
し
、
整
理
し
た
形
式
の
晩
年
の
同
様
の
細
江
逸
記

(-
九
四
四
）

の
論
を

で
は
山
田
孝
雄
(
-
九

0
八

・
一
九

一
三

a
．
一
九

一
三

b
.

―二
九
ー
三

0
ペ
ー
ジ
参
照
）
。
氏
に
次
い
で
、
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た
点
に
大
き
な
特
徴
が
あ
る
。

わ
ら
な
い
主
張
で
あ
る
。

一
九
ニ
ニ

・
一
九
三
六
）
を
引
用
し
て
い
る
。
こ
の
「
中
相
説
」
は
、
今
泉
忠
義
(
-
九
三一

）
、
永
田
吉
太
郎
(
-
九
五
六
）
、
金
田
一
春
彦

（一

九
五
七
）
に
よ
っ
て
評
価
さ
れ
た
。
そ
の
評
価
の
仕
方
は
、
今
泉
忠
義

(-
九
三
一

）

を
あ
げ
て
受
身
・
自
発
以
前
の

「中
相
」
の
設
定
を
評
価
し
、
永
田
吉
太
郎

(
-九
五
六
）
や
金
田

一
春
彦
(

-
九
五
七
）
は
自
動
詞
•
他
動

詞
以
外
の
「
中
相
動
詞
」
の
設
定
を
評
価
し
た
。
し
か
し
、
現
在
で
は
細
江
逸
記
(
-
九
二
八
）
の
論
は
、
あ
ま
り
引
用
さ
れ
る
こ
と
が
な
く
、

晩
年
に
整
理
し
直
し
、

そ
の
後
の
先
行
研
究
も
付
け
足
し
て
「
中
相
」
の
概
念
を
書
い
た
同
様
の
細
江
逸
記
(
-
九
四
四
）
は
引
用
さ
れ
る
こ

と
も
触
れ
ら
れ
る
こ
と
も
な
く
、
川
村
大
（
二
0
―二
）
が
参
考
文
献
に
記
し
て
い
る
程
度
で
あ
る
。

細
江
逸
記
は
、
テ
ン
ス
・
ア
ス
ペ
ク
ト
・
ム
ー
ド
に
つ
い
て
は
別
個
と
し
な
い
こ
と
を
述
ぺ
て
い
る
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
が
、
ヴ
ォ
イ
ス

に
関
し
て
述
べ
た
細
江
逸
記
(
-
九
二
八）

可
能
と
の
融
合
で
あ
る
と
す
る
説
と
山
田
孝
雄
(
-
九

一
三

a
)

以
前
に

「
中
相
」
を
設
定
し
、

は

「
る
・
ら
る
」
の
「
意
義
分
化
の
困
難
な
例
」

で
は
、
山
田
孝
雄

(-
九

0
八
）
を
頻
繁
に
引
用
し
、
山
田
孝
雄
が
動
詞
の
自
他
を
否
定
し
、
受

身
根
源
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
細
江
逸
記
は
便
宜
上
と
し
な
が
ら
も
、
動
詞
の
自
他
を
用
い
、
山
田
孝
雄
は
(
-
九

0
八
）
が
自
発
を
受
身
と

の

「
ゆ

・
ら
ゆ
」
が

「
る
・
ら
る
」

へ
と
変
化
し
て
い
る
想
定
で
、

「
ゆ
・

ら
ゆ
」
が
受
身
↓
自
発
↓
受
身
の
反
転
説
を
唱
え
る
こ
と
に
疑
問
を
呈
し
、
受
身
よ
り
も
自
発
・
可
能
の
方
が
古
く
、
さ
ら
に
は
自
発
・
可
能

そ
の

「中
相
」
が
上
代
に
発
達
し
た
も
の
で
、
受
身
・
自
発
・
自
動
詞
の
前
の
段
階
の
も
の
で
あ
る
と
し
て
い

る

(
-
―
二
貝
）
。

こ
の
論
は
晩
年
の
細
江
逸
記
（

一
九
四
四
）
が
山
田
孝
雄
(
-
九
ニ
ニ

・
一
九
三
六
）
を
踏
ま
え
て
書
い
た
も
の
で
も
変

つ
ま
り
、
山
田
孝
雄
の
影
響
を
受
け
な
か
ら
も
、

受
身
根
源
説
で
は
な
く
自
発
根
源
説
以
前
の

「中
相
」
を
設
定
し

細
江
逸
記

(-
九
二
八）

は
、
中
相
と
や
や
類
似
し
た
説
と
し
て
三
矢
重
松
(
-
九

0
六
）
を
あ
げ
て
い
る
が
、
動
詞
の
自
他
の
根
本
に
つ

い
て
の
考
察
に
欠
け
て
い
る
点
で
批
判
を
し
て
い
る

(
1
0七
I
-
0八
頁
）
。
こ
の
点
に
つ
い
て
青
木
博
史

（二

0
1
0
)
は
、
中
相
説
は

魅
力
的
で
あ
る
と
し
な
が
ら
も
、

「自
他
対
応
形
式
と
し
て
存
在
す
る
レ
ベ
ル
と
、

そ
の
対
応
関
係
を
基
に
起
こ
る
『
派
生
』
レ
ベ
ル
と
で
は
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や
は
り
異
な
る
の
で
は
な
い
か
」（
ニ
ニ
頁
）

と
疑
問
を
呈
し
、
川
村
大
（
二

0
―
二
）
は
、
各
用
法
に
お
け
る
主
語
名
詞
の
意
味
的
立
場
や

格
表
示
の
異
同
に
つ
い
て
触
れ
て
い
な
い
点
を
指
摘
し
て
い
る

（
二
五
一
頁
）
。

細
江
逸
記

(-
九
二
八
）
て
は
、
日
本
語
は
英
語
や
ド
イ
ツ
語
と
は
異
な
る
こ
と
が

一
般
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
比
較
研
究
の
立
場
か
ら

す
る
と
、
印
欧
語
族
内
で
も
異
な
っ
て
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、

「
所
相
」
は
西
欧
諸
国
で
も
日
常
会
話
で
用
い
ら
れ
て
お
り
、
心

理
的
に
用
い
ら
れ
る
条
件
に
も
触
れ
て
い
る

（九
六
ー
一
三

0
頁）。

こ
の
中
で
ギ
リ
シ
ア
語
や
古
代
サ
ン
ス
ク
リ

ッ
ト
語
と
同
様
に
、

(3
)
 

語
に
も
中
相
と
い
う
も
の
が
あ
り
、
そ
の

「一

部
の
自
動
詞
」
、
「勢
力
」
に
発
展
し
、

「
勢
力
」
か
ら

「自
然
勢
」、
「能
力
」
、
「
敬
語
」
の
順
番
に
発
展
し
た
と
述
ぺ
て
い
る
(
-
―

―
頁）
。

（
二
）
勢
力

(

a

)

自
然
勢

（三
）
所
相

こ
の
図
式
は
、
原
始
中
相
を
設
定
し
、

多
義
性
に
お
い
て
、
「
受
身
」「
尊
敬
」
「
可
能
」
「
自
発
」
以
前
の
根
源
的
な
概
念
を
設
定
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
研
究
と
し
て
、
柴
谷

方
良
（
二
0
0
0
)、
尾
上
圭
介

(-
九
九
八

a
．
一
九
九
八

b
．
一
九
九
九

・
ニ

0
0三
）
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、

（一

九
二
八
・

一
九
四
四
）
が
い
た
こ
と
は
注
目
し
て
よ
い
と
考
え
る
。

原
始
中
相
(
-
)
自
動
詞

J

れ
を
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め
て
い
る
。

そ
こ
か
ら
の
派
生
の
順
序
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
現
代
の

「
る
・
ら
る
（
れ
る
・
ら
れ
る
）
」
の

(b
)
能
力

(

C

)

敬
語

ヘ

「
中
相
」
を

一
種
の
原
始
的
な
相
の
在
り
方
と
し

「
ゆ
」
「
ら
ゆ
」
で
示
さ
れ
、

「
所
相

（受
身）
」
、

―
二
頁
）

日
本

そ
れ
以
前
に
細
江
逸
記
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ま
た
、
受
身
の
本
質
に
も
触
れ
、
山
田
孝
雄
、
金
沢
庄
三
郎、

一二
矢
重
松
、

粋
な
所
相
で
は
な
い
」
と
し
、
中
相
を
考
え
れ
ば
、
自
動
詞
の
受
身
の
存
在
も
理
解
で
き
る
と
述
ぺ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
細
江
逸
記
の
ヴ
ォ
イ
ス
の
論
は
、

「
中
相
」
と
い
う
概
念
を
用
い
た
独
特
の
も
の
で
あ
る
が
、

シ
ア
語
に
存
在
し
た
「
中
相
」
と
い
う
も
の
が
文
献
以
前
の
日
本
に
も
存
在
し
、

発
と
が
渾
然
一
体
と
な
っ
た
も
の
で
あ
り
、

い
う
態
対
立
が
あ
り
、

圭
介

(-
九
九
八

a
．
一
九
九
八

b
.

-T
し、

4
1
 

そ
れ
に
類
し
た
着
想
を
し
て
い
る
点
で
、
再
評
価
さ
れ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

四
・
三

そ
の
自
発
文
が
受
身
文
を
派
生
さ
せ
た
と
す
る
見
解
を
示
し
て
い
る
。

一
九
九
九

・
ニ
0
0三）

被
動
説

（受
身

・
自
発
渾
然

＿
体
説
）

チ
ェ
ン
バ
レ
ン
な
ど
の
説
を
引
用
し
、

「
日
本
語
の
受
身
は
純

そ
の
背
後
に
は
比
較
言
語
学

近
年
で
は
引
用
さ
れ
る
こ
と
が
少
な
い

「中
相
」
と
い
う
概
念
で
あ
る
が
、
細
江
逸
記
(
-
九
二
八

・
一
九
四
四
）
の
よ
う
に
、
古
代
ギ
リ

そ
の
文
献
以
前
の

「中
相
」
は
自
動
詞

・
受
身

・
可
能

・
自

そ
れ
ら
が
痕
跡
と
し
て

「
ゆ
」
「
ら
ゆ
」
で
示
さ
れ
て
い
た
と
す
る
点
で
再
評
価
し
て
よ
い
で
あ

ろ
う
。
そ
れ
に
対
し
て
柴
谷
方
良
（
二

0
0
0
)
は
諸
外
国
の
言
語
を
参
照
し
、
こ
の
論
を
一
歩
進
め
、
文
献
以
前
の
段
階
で
能
動

・
自
発
と

細
江
逸
記

(-
九
二
八

・
一
九
四
四
）
の
論
に
は
批
判
は
あ
る
も
の
の
、
文
献
以
前
の

「
中
相
」
と
い
う
も
の
を
設
定
す
る
こ
と
で
、

「
る

・

ら
る
（
れ
る

・
ら
れ
る
）
」
の
史
的
考
察
を
促
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
史
的
考
察
を
考
慮
し
な
い
尾
上
圭
介
(
-
九
九
八

a
．
一
九
九
八

b
・
一
九
九
九

・
ニ
0
0三）

の
説
が
近
年
で
は
注
目
さ
れ
、
引
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
こ
の
説
の
特
徴
で
あ
る

「
事
態
把
握
」
と
い
う

捉
え
方
は
、

「
中
相
」
の
よ
う
に
渾
然

一
体
と
し
て
い
る
と
い
う
前
提
を
踏
ま
え
て
い
る
か
ら
こ
そ
出
て
く
る
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
尾
上

で
は
触
れ
て
い
な
い
が
、
細
江
逸
記
(
-
九
二
八

・
一
九
四
四
）
の
方
が
先

堀
重
彰
(
-
九
四

一
b
)
に
は
、
山
田
孝
雄
の
序
文
が
つ
い
て
い
る
。
さ
ら
に
、
自
序
で
以
下
の
よ
う
に
述
ぺ
て
い
る
。

と
山
田
孝
雄
の
影
響
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
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こ
の
書
を
上
梓
す
る
に
嘗
り
、
山
田
孝
雄
博
士
の
御
指
祁
と
御
世
話
に
預
っ
た
こ
と
は
前
著
の
場
合
と
同
様
で
あ
る
。
殊
に
御
高
閲
を
お

願
い
し
た
時
は
、
特
別
に
公
務
御
繁
忙
の
折
柄
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
微
衷
に
深
く
御
同
情
下
さ
れ
、
御
精
査
の
上
序
文
ま
で
賜
り
、

こ
の
よ
う
に
山
田
孝
雄
の
論
を
反
映
し
て
い
る
が
、
堀
重
彰

（一

九
四

一
b
)
は
山
田
孝
雄
の
論
の
引
用
は
特
に
な
く
、
発
展
的
継
承
を
感

じ
さ
せ
る
記
述
に
な
っ
て
い
る
。
前
提
と
し
て
山
田
孝
雄
(
-
九

一
三

a)
が
示
し
た
よ
う
な

「
ゆ
・
ら
ゆ
」
が

「
る
・
ら
る
」

想
定
せ
ず
に
、
切
り
離
し
て
考
察
し
て
い
る
点
が
特
徴
的
で
あ
る
。

堀
重
彰
(
-
九
四

一
b
)

抽
出
す
る
過
程
を
、
使
役
と
の
対
応
を
優
先
さ
せ
る
こ
と
で
以
下
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

へ
の
変
化
は

は、

「
被
動
に
は
二
種
類
が
あ
る
。
即
ち

『
他
に
然
せ
ら
る
る
』
も
の
と

『
お
の
づ
か
ら
然
せ
ら
る
る
」
も
の
と

で
あ
る
」
（
五

0
一
頁
）
と
述
ぺ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
受
身

・
自
発
を

「
被
動
」
に
含
め
て
い
る
。
そ
の

「
被
動
」
の
中
か
ら
受
身
が
分
離
・

被
動
構
成
の
中
心
的
な
素
材
動
詞
は

「
も
の
を
然
す
る
」
も
の
に
在
る
と
言
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
し
か
し
て

「
も
の
を
然
す
る
」
の

「
も
の
」
に
は

「者
」
と

「物
」
と
が
あ
る
。
有
意
的
な
る
「
も
の
」
と
無
意
的
な
る

「も
の
」
と
が
あ
る
。
前
者
を
素
材
動
詞
と
し
て
は

「他

に
然
せ
ら
る
、

」
受
身
が
成
立
し
、
後
者
を
素
材
動
詞
と
し
て
は

「
お
の
づ
か
ら
然
せ
ら
る
る
」
自
然
が
成
立
す
る
。

し
か
し
て
前
者
を

推
進
め
そ
の
他
動
面
を
展
開
し
て
行
く
と
こ
ろ
に

「他
に
然
す
る
」
「
他
を
然
さ
す
る
」
「
他
に
然
さ
す
る
」
等
が
あ
り
、

そ
れ
ら
が
素
材

動
詞
と
な
っ
て
又
種
々
の
受
身
形
が
成
立
し
て
行
く
の
で
あ
る
。
し
か
し
翻
つ
て
、

「
も
の

（者
）
を
然
す
る
」
自
然
形
成
立
の
動
詞
に

於
て
、

「他
に
然
す
る
」
よ
り
生
ず
る
如
き
受
身
形
を
取
り
得
る
も
の
、
或
は

「
み
づ
か
ら
然
す
る
」
発
動
的
な
自
動
詞
に
於
て
、

「
も
の

全
く
感
謝
の
術
も
知
ら
な
い
次
第
で
あ
る

。
（
五
—
六
頁
）
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こ
の
記
述
は
、
受
身

・
自
発
を

「
被
動
」
と
し
て
い
る
も
の
の
、

さ
ら
に
は
格
関
係
を
変
え
な
い
自
発
へ
の
流
れ
を
基
本
と
し
て
想
定
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
こ
と
は
、

「被
動
」
の
中
の
受
身
を
出

発
点
と
し
て
、
使
役

・
自
発
へ
の
方
向
性
の
過
程
で
、
可
能

・
尊
敬
を
捉
え
て
い
る
。
こ
れ
は
、
山
田
孝
雄

(
-
九

0
八

・
一
九

一
三

b
.

一
九
ニ
ニ

・
一
九
三
六
）
の
論
を
意
識
し
な
が
ら
、
論
理
関
係
の
視
点
に
よ
っ
て
意
義
分
化
を
扱
っ
て
お
り
、

(4
)
 

化
さ
せ
て
い
る
と
言
え
る
。

堀
重
彰
(
-
九
四

一
b
)
は
、
山
田
孝
雄

(-
九

0
八

・
一
九
三
六
）
の
論
を
い
っ
そ
う
論
理
的
に
格
関
係
の
視
点
で
発
展
さ
せ
た
森
重
敏

合
同
で
あ
る
も
の
が
敬
意
で
あ
る
。
（五

0
三
ー
五
0
四
頁）

（者）」

よ
り
生
ず
る
如
き
受
身
形
を
と
り
得
る
も
の
も
あ
る
。
又
自
然
に
於
て
も
、
「
み
ず
か
ら
然
す
る
」
の
主
体
を
潜
在
せ
し
め
る
こ

と
に
よ
り

「
も
の

（物
）
を
然
す
る
」
よ
り
生
ず
る
如
き
意
味
の
自
然
を
成
立
せ
し
め
る
こ
と
が
出
来
る
。
（
一

六
七
頁
）

以
下
の
記
述
は
、
受
身
・
自
発
と
可
能
・
尊
敬
の
相
違
点
、
及
び
受
身
か
ら
使
役
へ
の
過
程
で
可
能
が
出
現
し
、

受
身
か
ら
自
発
へ
の
過
程

受
身
は
主
客
が
相
互
に
対
立
的
で
、
而
も
主
が
客
に
然
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
自
然
は
か
ヽ
る
受
身
を
更
に
進
め
、
主
が
客
に
包
含
せ

ら
れ
る
状
態
に
於
て
主
が
客
に
然
せ
ら
れ
る
意
味
の
も
の
で
あ
る
。
か
ヽ
る
主
客
の
対
立
的
関
係
の
全
然
な
い
も
の
に
可
能
と
敬
意
と
が

あ
る
。
そ
れ
は
謂
は
ゞ
主
客
の

一
致
で
あ
る
。
受
身
か
ら
自
然
へ
の
方
向
と
反
対
に
、
受
身
か
ら
使
動
へ
の
方
向
へ
進
み
、

於
て
客
が
主
の
裡
に

一
致
合
同
せ
る
も
の
が
可
能
て
あ
り
、
受
身
か
ら
自
然
へ
の
方
向
を
進
み
、

で
尊
敬
が
出
現
す
る
推
測
を
行
っ
て
い
る
箇
所
で
あ
る
。

そ
の
中
道
に

そ
の
中
道
に
於
て
主
が
客
の
裡
に

一
致

そ
の
展
開
と
し
て
は
、
格
関
係
を
転
換
す
る
受
身
か
ら
対
に
な
る
使
役
、

い
っ
そ
う
山
田
孝
雄
の
論
を
深
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d
 

c
 

b
 

a
 

「
る
」

•
•

松
下
大
三
郎
(

-
九
三
0
)

「あ
る
（
有
る
）
」
の
活
用
が
下
二
段
に
変
わ
っ
た
と
す
る
説

・・

金
田

一
京
助
(
-
九
四
九
）

ラ
変
動
詞

「
あ
り
（
有
り
）
」
が
四
段

・
ナ
変

・
ラ
変
な
ど
に
つ
い
た
と
す
る
説

・・

大
野
晋
(
-
九
五
五
）

「生
る
」
が
連
用
形
に
つ
い
た
と
す
る
説

「
ゆ
」
の
音
韻
交
替

(
y
u
か
ら

ru)
説

述
べ
て
お
き
た
い
。
「
ゆ

・
ら
ゆ
」
と
「
る

・
ら
る
（
れ
る

・
ら
れ
る
）
」

へ
の
音
韻
交
替
の
流
れ
と
見
る
か
、
別
源
と
見
る
か
で
、
以
下
の
よ
う
に
諸
説
あ
る
。

．．
 
濱
田
敦
(

-
九
五
五
）
•

松
尾
捨
治
郎
(

-
九
三
六
）

と
の
関
係
で
あ
る
が
、

「
ゆ

・
ら
ゆ
」
か
ら

「
る

・
ら
る
」

「
る
・

ら
る
（
れ
る

・
ら
れ
る
）」

の
原
義
に
つ
い
て
の
箪
者
の
見
解
を

五

「
る
・
ら
る

（
れ
る

・
ら
れ
る
）
」
の
原
義
の
考
察

の
学
説
史
の
中
で
、
評
価
さ
れ
て
よ
い
と
考
え
る
。

位
置
づ
け
に
な
る
た
め
、

堀
重
彰
(
-
九
四

一
b
)
の
論
は
引
用
さ
れ
る

（
一
九
五
六

・
一
九
六
五

・
一
九
七

一
）
の

「
格
の
助
動
詞
」
と
し
、
受
身

る
立
場
を
取
る
論
に
通
じ
る
。
そ
の
上
で
、

川
端
善
明

(-
九
七
八
）
の

「受
身
ー
自
動
詞
の
受
身
ー
自
発
ー
自
動
詞
」
に
つ
な
が
る
と
い
う

）
と
は
な
い
が
、

「
る

・
ら
る
（
れ
る
・
ら
れ
る
）
」
原
義
に
つ
い
て

は
主
者
が
自
由
で
、
自
発
は
主
者
が
話
し
手
に
限
定
さ
れ
る
と
す
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し
か
し
、
金
田

一
春
彦

・
奥
村
三
雄

(-
九
七
六
）

変
化
す
る
の
が
自
然
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、

「
ゆ
・
ら
ゆ
」
の

「y
」、

は
逆
の
現
象
で
あ
り
、
不
自
然
で
無
理
が
あ
る
よ
う
に
も
思
え
る
。
そ
の
立
場
で
考
え
る
と
、
「
ゆ
・
ら
ゆ
」
か
ら

「
る

・
ら
る
」

へ
の
自
然

な
変
化
で
は
な
く
、

ら
る
」
は
、
音
の
響
き
は
似
て
い
る
た
め
反
論
の
余
地
は
あ
る
だ
ろ
う
が
、

音
韻
交
替
説
に
縛
ら
れ
る
必
要
は
な
い
た
め
、

れ
て
い
る

「
る

・
ら
る
」
の
根
源
的
な
意
味
が
自
発
で
あ
る
必
然
性
は
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

し
て
い
る
。

現
在
、
有
力
視
さ
れ
て
い
る
の
が

「自
発
根
源
説
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

「
ゆ

・
ら
ゆ
」
か
ら
の
音
韻
交
替
説
で
考
え
る
と
、

「
ゆ

・
ら
ゆ
」

は

「自
発
」
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
圧
倒
的
に
多
い
こ
と
に
よ
る
。
佐
伯
梅
友

(-
九
三
六
）

「
ゆ
」
は
自
発
的
可
能
の
用
例
が
圧
倒
的
に
多
い
。
ま
た
、

「ら
ゆ
」
に
つ
い
て
は
、

「寝
の
寝
ら
え
ぬ
に
」
と
い
う
慣
用
表
現
に
用
例
が
集
中

c
 

b
 

a
 

「
ら
る
」四

段
動
詞
に

「
る
」
の
つ
い
た

「取
ら
る
」
「
切
ら
る
」
な
ど
か
ら
の
類
推

・・

金
田

一
京
助

（一

九
四
九
）

「ら
ゆ
」
の
音
韻
交
替

(r
a
y
u• 

raru
)と
す
る
説

・・

濱
田
敦
(
-
九
五
五
）

二
段
動
詞
の
未
然
形
に

「r
」
を
挿
入
し
て
か
ら

「あ
り
（
有
り
）
」
が
つ
い
た
と
す
る
説

・・

大
野
晋
(
-
九
五
五
）

一
般
に
有
力
と
さ

の
指
摘
に
も
あ
る
よ
う
に
、

『
万
葉
集
』
で
は
、

や
窪
薗
晴
夫

(-
九
九
七
）
が
述
べ
る
よ
う
に
、

「r
」
か
ら
半
母
音
の

「j
」
「

w」
に

つ
ま
り

「j
」
の
音
が

「
る

・
ら
る
」
の

「r
」
の
音
に
変
化
す
る
の

そ
れ
ぞ
れ
が
持
つ
、
基
本
的
な
意
味
役
割
に
違
い
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
た
し
か
に

「
ゆ

・
ら
ゆ
」
と

「
る

・
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発
」
と

「受
身
」
と
の
間
で
意
味
が
揺
れ
動
い
て
い
る
と
考
え
る
。

よ
う
に
な
る
の
は
、
柳
田
征
司

(-
九
八
九
）

（れ
る

・
ら
れ
る
）
」
と
は
、
別
源
で
あ
る
と
考
え
る
。
後
世

「
る
」「
ら
る
」
の
方
が
行
わ
れ
る

の

「
る
」
は
残
存
し
、
意
味
上
の
対
を
な
す

「
す
」（
下
二
段
）
に

「
さ
す
」
が
生
ま
れ
、
こ
れ
と
形
の
上
で
対
応
す
る

「
ら
る
」
の
方
が
選

「受
身
根
源
説
」
で
は
、
語
姻
的
に
と
ら
え
た
場
合
に
、

「受
身
」
の
意
か
ら
の

「自
発
」
「
可
能
」「
蒻
敬
」

対
し
て
、

「自
発
根
源
説
」
で
は
、
尾
上
圭
介
(
-
九
九
八

a
．
一
九
九
八

b
．
一
九
九
九

・
ニ
0
0三
）
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、

「
る
」

「
ら
る
」
の
助
動
詞
相
互
承
接
の
関
係
図
で
は
、
活
用
形
が
完
備
し
て
い
る

「
る
」
「
ら
る
」
は
、
動
詞
の
す
ぐ
下
に
く
る
。
そ
し
て
そ
れ
ら
は
、

主
観
性
の
弱
い
助
動
詞
に
な
る
わ
け
で
あ
り
、
逆
に
活
用
形
が
完
備
し
て
い
な
い
も
の
ほ
ど
下
に
き
て
、

「
不
変
化
助
動
詞
」、
す
な
わ
ち
、

主

観
性
の
強
い
も
の
と
な
る
。
そ
う
し
た
と
き
に
、

「自
発
」
は
主
観
性
が
強
い
の
で
、

「自
発
根
源
説
」
は
う
ま
く
適
用
で
き
な
い
。

意
味
と
し
て
は
、
時
枝
誠
記

(-
九
四

一）

ば
れ
た
こ
と
に
よ
る
と
考
え
る
。

)
の
点
で

「
ゆ

・
ら
ゆ
」
と

「
る

・
ら
る

の
述
べ
る
よ
う
に
、

「
ら
ゆ
」「
ら
る
」
が
生
ま
れ
て
、

の
言
語
の
発
話
者
と
聞
き
手
の
場
、

（
一
九
四

一
b
)

の
述
べ
る
よ
う
に
、
自
発
と
受
身
は

「被
動
」
で
あ
る
と
考
え
、

ー
ト
ラ
レ＇ノ

ニ
ュ

そ
の
論
を
踏
ま
え
て
展
開
し
た
近
藤
泰
弘
（
二
0
0
0
)

の
言
語
の
発
話
主
体
の
主
観
的
表
現
及
び
ダ
イ
ク
シ
ス
の
視
点
、
吉
田
金
彦
(
-
九
七

一
）
の

「自
然
勢
と
そ
の
承
認
及
び
主
体
の
把
握
の
仕

方
」
を
考
慮
す
る
と
、
本
来
は
受
身
と
自
発
と
が
渾
然

一
体
と
な
っ
た
も
の
が
原
義
で
は
な
か
ろ
う
か
と
考
え
る
。
そ
し
て
、

の
状
態
で
は
主
客
合

一
で
あ
る
も
の
が
、
動
作
主
体
と
発
話
主
体
と
の
動
き
へ
の
変
化
に
伴
っ
て
生
じ
る
現
象
で
は
な
か
ろ
う
か
。
堀
重
彰

そ
の
区
分
け
の
基
準
は
、
発
話
主
体
と
動
作
主
体
に
応
じ

た
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。
す
な
わ
ち
、
発
話
者
の
主
観
表
現
の
意
識
が
簿
く
な
り
、
動
作
主
体
と
な
る
と
き
に
は
受
身
と
な
る
。
そ
の

一
方

で
、
発
話
者
の
主
観
表
現
が
強
く
な
り
発
話
主
体
と
な
る
と
き
に
は
自
発
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
発
話
者
の
主
観
性
の
強
弱
に
よ
っ
て
、

「自

へ
の
説
明
が
難
し
い
。
そ
れ
に

「
ゆ
」
の
存
在
意
味
が
弱
ま
り
、
古
形
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A
 

が
あ
る
が
、

細
江
逸
記
・
堀
重
彰
の
再
評
価

本
稿
で
は
、
山
田
孝
雄
(
-
九

0
八

・
一
九

ニ
ニ

a
．
一
九

一
三

b
．
一
九
ニ
ニ

・
一
九
三
六）

「
る
・
ら
る

（れ
る
・

ら
れ
る

）
」
の
原
義
の
源
流
に

「
中
相
」
を
設
定
し
た
細

江
逸
記

(
-
九
二
八
•

一
九
四
四

）、

（一

九

0
八
・
一
九

一
三

a
．
一
九
一

三
b
.

現
代
の

「
る

・
ら
る
（
れ
る

・
ら
れ
る
）
」
の
多
義
性
に
お
い
て
、

「受
身
」
「
尊
敬
」「
可
能
」「
自
発
」
以
前
の
根
源
的
な
概
念
を
設
定
し

た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
研
究
と
し
て
、
柴
谷
方
良
（
二

0
0
0
)、
尾
上
圭
介

(-
九
九
八

a
．
一
九
九
八

b
．
一
九
九
九
・

ニ
0
0
三
）

そ
れ
以
前
に
細
江
逸
記
が
い
た
こ
と
は
注
目
し
て
よ
い
。
ま
た
、
堀
重
彰
の

「
被
動
」

の
格
の
論
理
及
び
発
話
主
体
と
動
作
主
体
の
視
点
に
発
展
す
る
流
れ
と
は
異
な
る
。
山
田
孝
雄
の
影
評
を
受
け
な
が
ら
も
山
田
孝
雄

（一

九

0
八
）
の
受
身
根
源
説
を
批
判
し
、

（
一
九
0
八
・

一
九

ニ
ニ
a

．

一
九

一
三
b
•

一
九
ニ
ニ
・

一
九
三
六
）
の
受
身
根
源
説
に
即
し
て
は
い
る
が
、
受
身
と
自
発
と
の
融
合
し
た

も
の
を

「被
動
」
に
し
た
の
が
堀
重
彰
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
同
じ
山
田
孝
雄
の
影
評
を
受
け
な
が
ら
も
根
源
説
を
別
の
方
向
性
に
向
け
て

行
っ
た
細
江
逸
記
と
、

そ
の
延
長
線
上
に
発
展
さ
せ
て
い
っ
た
堀
重
彰
の
両
者
は
典
味
深
い
。
ま
た
両
者
と
山
田
孝
雄
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て

は
、
山
田
孝
雄
の
著
作
に
お
い
て
感
化
さ
れ
て
日
本
文
法
を
手
掛
け
る
よ
う
に
な
っ
た
細
江
逸
記
と
、
山
田
孝
雄
と
直
接
交
流
の
あ
っ
た
堀
重

彰
と
い
う
関
係
性
に
つ
い
て
も
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
山
田
孝
雄
の
論
と
の
影
響
関
係
を
整
理
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

山
田
孝
雄

（
一
九
〇
八
）

て
説
明
し
た
堀
重
彰
(
-
九
四

―
b
)
の
論
を
再
評
価
し
た
い
。

六

結
び

の
影
評
を
受
け
な
が
ら
も
異
を
唱
え
、

そ
し
て
山
田
孝
雄

一
九
ニ
ニ

・
一
九
三
六
）
の
受
身
根
源
説
を
被
動
の
枠
組
み
の
中
に

「受
身

・
自
発
」
を
包
含
し

の
論
は
、
山
田
孝
雄
か
ら
森
重
敏

そ
の
根
源
に

「
中
相
」
を
設
定
し
た
の
が
細
江
逸
記
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
山
田
孝
雄
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る
。
整
理
す
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

文
献
以
前
に

「中
相
」
を
想
定
し
、

「自
発

・
受
身
」
の
展
開
と
し
た
。

D

山
田
孝
雄

(
-
九
ニ
ニ

・
一
九
三
六
）

自
発
を
受
身
と
可
能
と
の
融
合
で
あ
る
と
規
定
し
た
。

山
田
孝
雄

(
-
九

一三

a
)

山
田
孝
雄

(-
九

一
三

b
)

「受
身

・
可
能

・
自
発

・
尊
敬
」
の
展
開
を
想
定
し
た
。

「受
身

・
自
発

・
可
能

・
尊
敬
」
の
展
開
で
傍
観
的
と
述
ぺ
た
。

•
•
細
江
逸
記

(
-
九
二
八
・

一
九
四
四
）

「
中
相
」
・
「
ゆ
」「
ら
ゆ
」
・
「
る
」「
ら
る
」
を
想
定
し
た
。

・
・
堀
重
彰

(
-
九
四

一
b
)

「
ゆ

・
ら
ゆ
」
と

「
る

・
ら
る
」
を
別
源
で
考
察
し、

「
被
動

（受
身

・
自
発
）」
が
根
源
で
受
身
か
ら
自
発
へ
の
展
開
か

ら
尊
敬
が
現
れ
、

受
身
と
使
役
と
の
対
応
か
ら
可
能
が
現
れ
る
と
し
た
。

「
る

・
ら
る

（れ
る

・
ら
れ
る
）
」
の
受
身
根
源
説
の
学
説
史
を
扱
っ
た
が
、

受
身
根
源
説
の
場
合
、
論
理
的
な
深
化
を
み
る
こ
と
が
で
き

【批
判
的
継
承
の
流
れ
】

c
 「

ゆ

・
ら
ゆ
」
は

「受
身

・
自
発

・
受
身
」
の
展
開
で
反
転
を
想
定
し
た
。

B
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以
上
、

「
る
・
ら
る

（れ
る
・
ら
れ
る
）
」
の
原
義
の
学
説
史
の
中
で
、
現
在
の
山
田
孝
雄
の
影
響
下
の
、

「
ゆ
・
ら
ゆ
」
と

「
る
・
ら
る

（れ

る
・
ら
れ
る
）
」
を
同
源
と
す
る
か
別
源
と
す
る
二
つ
の
流
れ
の
中
で
、
細
江
逸
記
と
堀
重
彰
は
、
そ
れ
ぞ
れ
後
の
研
究
に
つ
な
が
る
橋
渡
し

的
な
位
置
づ
け
を
占
め
て
い
る
点
で
重
要
て
あ
る
。
そ
の
た
め
、
近
年
で
は
引
用
さ
れ
な
い
細
江
逸
記
と
、
引
用
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
堀
重
弓

を

「批
判
的
継
承
の
流
れ
」
と

「
理
論
的
•
発
展
的
継
承
の
流
れ
」
と
し
て

再
評
価
し
た
い
と
思
う
。

注(1
)

「受
身
根
源
説
」
と

「自
発
根
源
説
」
に
応
じ
て
、

意
味
展
開
に

つ
い
て
も
諸
説
あ
る
が
、

種
類
に
大
別
で
き
る
。

a
受
身

・
自
発
（
自
然
勢
）
・
可
能

（能
力
）
・
尊
敬

（敬
語
）

b
自
発
（
自
然
的
実
現
・
勢
相
）
・
受
身

（所
相
）
・
可
能
・

尊
敬

（敬
相
）

朝
山
信
禰

(-
九
四
三）

は、

「所
謂
自
然
可
能
と
受
身
と
は
、
そ
の
基
底
に
お
い
て
共
通
性
を
有
す
る
一
一個
の
心
理
現
象
で
あ
る
こ
と
は
考
へ
ら

れ
る
。
…
〈中
略
〉
…
所
で
此
処
に
は
そ
の
二
個
の
心
理
現
象
が
明
ら
か
に

一
個
の
助
動
詞
に
よ
る
表
現
に
よ
っ
て
言
語
化
さ
れ
た
古
代
国
語
の
性
格
を

b
 

a
 

.

.
 b
-

―
 

.

.
 b
 

森
重
敏

(-
九
五
六

・
一
九
六
五

・
一
九
七

一）

・
・
川
端
善
明

(

-
九
五
八
・

一
九
七
八
・

一
九
九
七
）

堀
重
彰

(-
九
四

一
b
)

一
般
的
に
優
勢
な
も
の
を
ま
と
め
る
と
、

主
に
以
下
の

山
田
孝
雄

(
-
九

0
八
・

一
九

ニ―

-
a
．
一
九

―――

-b
．
一
九
ニ
ニ

・
一
九
三
六
）

•
•
細
江
逸
記

(
-九
二
八
・

一
九
四
四
）
・
・
柴
谷
方
良

（二
0
0
0
)

【
理
論
的
•
発
展
的
継
承
の
流
れ
】

山
田
孝
雄

(
-
九

0
八
・

一
九

一
三

a
．
一
九

一
三

b
．
一
九
ニ
ニ

・
一
九
三
六）

早／
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我
々
は
見
る
事
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
少
く
と
も
こ
の
二
個
の
心
理
現
象
が

一
個
の
現
実
的
な
意
識
の
中
に
統
轄
さ
れ
て
居
た
事
を
示
す
」
と

述
ぺ
て
い
る
。
吉
田
金
彦
(
-
九
七

一）

は

一
歩
進
め
て
以
下
の
よ
う
に
記
述
し
、
感
じ
方
に
よ
っ
て
自
発
か
受
身
か
に
な
る
こ
と
を
述
ぺ
て
い
る
。

自
然
勢
と
そ
の
存
在
の
承
認
と
い
う
意
識
が

「
れ
る
」
に
付
き
ま
と
っ
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
根
本
的
意
味
が

「
れ
る
」
の
語
性
の
客
観
性
を
保

持
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
『
れ
る
』
の
も
つ
客
観
性

・
間
接
性
を
主
体
が
ど
ち
ら
側
か
ら
把
握
し
、
ど
の
よ
う
に
感
じ
取
る
か
に
よ
っ
て
、

意

味
分
化
が
行
わ
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
(
―
ニ
ニ
頁
）

(
2
)
北
澤
尚

(
-九
八
七
）
は

、

「
『自
発
』
と
は
、

一
人
称
単
数
の
補
語
を
隠
し
持
っ
た
知
覚

・

思
考
•

発
話
活
動
を
表
す
動
詞
の
受
身
の
こ
と
で
あ
り
、

そ
れ
と
他
の
受
身
と
を
特
に
区
別
し
て
扱
う
た
め
の
文
法
術
語
に
す
ぎ
な
い
と
考
え
ら
れ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
森
岡
健
二
(
-
九
九
四
）
は

松
下
大
三
郎
の
枠
組
み
を
踏
襲
し
て
は
い
る
が
、
自
発
を
可
能
の
項
目
に
含
ま
せ
て
お
り
、
自
発
を
立
項
し
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
の
考
え
方
を
用
い
れ

ば
、
自
発
と
い
う
項
目
を
立
項
し
な
く
て
も
、
受
身
で
説
明
が
で
き
そ
う
で
あ
る
。

(
3
)

細
江
逸
記

(-
九
二
八
）
は
以
下
の
よ
う
に
述
ぺ
て
い
る
。

我
が
屈
語
の
動
詞
は
、
太
古
の
或
時
代
に
於
て
は
丁
度
梵
語
の

P
a
r
a
s
m
a
i,P
a
d
a
A
t
m
a
n
e
,
p
a
d
a
;
 ~
布
脹
語
の
A
c
t
i
v
e
V
o
i
c
e
 M
i
d
d
l
e
 V
o
i
c
e
 

に
比
す
べ
き
二
語
形
の
併
立
を
有
し
て
居
た
。
予
は
こ
れ
を

「
能
相
」「
中
相
」
と
名
付
け
る
が
両
形
が
劃
然
と
分
離
し
た
嘗
初
に
於
て
は

「
中

相
」
は

「
能
相
」
に

「
ゅ
」
な
る
語
尾
を
附
け
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
や
が
て
動
詞
の
種
類
の
増
加
し
活
用
の
複
雑
と
な
る
に
つ
れ
て

「
ゆ
」
・
「ら

ゆ
」
を
添
え
た
姿
と
な
り
、

奈
良
朝
期
に
入
る
前
よ
り

「
ゆ
」
・
「
ら
ゆ
」
は

「
る
」
「
ら
る
」
に
転
じ
は
じ
め
、
平
安
朝
期
以
降
に

至
り
て
大
方

は

「
る
」
・
「
ら
る
」
と
な
つ
て
仕
舞
っ
た
。
随
つ
て
散
り
残
さ
れ
た
若
干
の
「
ゆ
」
を
有
す
る
動
詞
は
そ
の
由
来
を
忘
れ
ら
れ
て
独
立
本
来
の
動

詞
の
如
く
に
感
ぜ
ら
れ
た
。
否
、
或
は
多
く
の
場
合
に
は
早
独
立
本
来
の
動
詞
の
如
く
感
ぜ
ら
れ
た
か
ら
取
り
残
さ
れ
た
と
い
っ
た
方
が
良
い
か

も
し
れ
な
い
。
(
-
―
一
頁

I
-
―
二
頁
）

(4
)

「
被
動
」
と
い
う
用
語
は
松
下
大
三
郎

(-
九
二
八

・
一
九
三

0
)
や
高
橋
龍
雄
(
-
九
三
七
）
も
用
い
た
用
語
で
あ
る
。
高
橋
龍
雄
(
-
九
三
七）

は

「る

・
ら
る
（
れ
る

・
ら
れ
る
）
」
の
形
式
で
示
さ
れ
る
も
の
を

「
被
動
」
と
し
て
、

「
人
格
的
被
動
」
（
受
身
）
と
「
自
然
的
被
動
」
（
自
発
）
に
分

け
、
受
身
と
自
発
を
被
動
と
し
て
い
る
。
堀
重
彰
は
、
松
下
大
三
郎

(-
九
三

0)
と
そ
の
流
れ
に
あ
る
嵩
橋
龍
雄

(-
九
三
七
）
の
枠
組
み
を
用
い

る
形
で
、
意
味
展
開
の
相
互
関
係
に
つ
い
て
堀
煎
彰
は
説
明
し
た
と
推
測
で
き
そ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
富
山
市
立
図
書
館
山
田
孝
雄
文
庫
に
は
、
堀
重

彰
（

一
九
四

一
b
)
が
収
納
さ
れ
て
い
る
。
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林
の
新
版
】

一
六
四
集
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細
江
逸
記

（一

九
四
四
）
「
我
が
国
語
の
動
詞
の

『諸
相
』
(V
o
l
C
e
)

並
び
に
動
詞
活
用
形
式
分
岐
の
初
期
相
に
就
い
て
」『
大
阪
涸
科
大
学
・
同
経
済
研
究

所

経

済

学
雑
誌
』
第
一
四
巻
三
号

堀
重
彰
（
一

九
四

一
a)
『
日
本
文
法
機
構
論
』
畝
傍
書
房

堀
重
彰
（
一
九
四

一
b
)
『
日
本
語
の
構
造
』
畝
傍
書
房

【
テ
キ
ス
ト
は
小
野
正
弘
解
説
(
-
九
九
七
）
『
日
本
語
の
構
造
』
勉
誠
社
】

松
尾
捨
治
郎

(-
九
三
六
）
『
国
語
法
論
孜
』

【
テ
キ
ス
ト
は

「
国
語
法
論
孜
（
追
補
版
・

一
九
七

0
)
』
白
帝
社
】

松
下
大
三
郎

(-
九
二
八）

『
改
選
標
準
日
本
文
法
』
紀
元
社

松
下
大
三
郎

(-
九
一―
10)
『
標
準
日
本
口
語
法
」
中
文
館
書
店

三
矢
重
松

(
-
九
0
八
）
「
高
等
日
本
文
法
』

明
治
書
院

森
岡
健
二
(
-
九
九
四
）

「
日
本
文
法
体
系
論
」
明
治
書
院

森
重
敏
(
-
九
五
九
）
『
日
本
文
法
通
論
』
風
間
書
房

森
重
敏
(
-
九
六
五
）

『
日
本
語
文
法
ー
主
語
と
述
語
ー
』
武
蔵
野
書
院

森
重
敏
(
-
九
七

一
）
『
日
本
文
法
の
諸
問
題
』
笠
間
書
院

柳
田
征
司

(
-九
八
九
）
「
助
動
詞

『
ユ
」
『
ラ
ユ
』
と

『
ル
」
『
ラ
ル
』
と
の
関
係
」
『奥
村
三
雄
教
授
退
官
記
念

•
国
語
学
論
叢
』
桜
楓
社

山
田
孝
雄

(-
九

0
八
）
『
日
本
文
法
論
』
宝
文
館

山
田
孝
雄

(-
九
―
―
―-
a)
『奈
良
朝
文
法
史
』
宝
文
館

【
テ
キ
ス
ト
は
改
訂
版
（
一
九
五
二）
】

山
田
孝
雄

(-
九

一
三

b
)
『
平
安
朝
文
法
史
』
宝
文
館

【
テ
キ
ス
ト
は
改
訂
版
(
-
九
五
四
）
】

山
田
孝
雄

(-
九
二
二
）
『
日
本
文
法
講
義
』
宝
文
館

山
田
孝
雄
(
-
九
三
六
）
『
日
本
文
法
学
概
論
』
宝
文
館

ヤ
コ
プ
セ
ン

・
ウ
ェ
ス
リ
ー
(
-
九
八
九
）「
多
動
性
と
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
論
」
『
日
本
語
学
の
新
展
開
』
く
ろ
し
お
出
版

吉
田
金
彦
(
-
九
七
i

)

『
現
代
語
助
動
詞
の
史
的
研
究
」
明
治
書
院

【謝
辞
】

本
稿
は
、
第
三
三
八
回
日
本
近
代
語
研
究
会

（
於
国
立
国
語
研
究
所
）
で
の
口
頭
発
表
の
原
稿
を
も
と
に
、
大
幅
に
加
筆
修
正
し
た
も
の
で
す
。
席
上
、
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田
中
章
夫

（学
習
院
大
学
名
脊
教
授
）
、
湯
浅
茂
雄

（実
践
女
子
大
学
教
授
）
、
橋
本
行
洋

（花
固
大
学
教
授
）
か
ら
伐
重
な
ご
意
見
を
賜
り
ま
し
た
。
ま
た
、

本
稿
の
基
本
的
な
構
想
を
御
指
淋
く
だ
さ

っ
た、

今
は
亡
き
杉
浦
克
己

（元
放
送
大
学
教
授
）
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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